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６―２．支援センターアンケート調査票 
 
 
【 住民のボランティアへの関心を高めるための支援のあり方について 】 
 
問１ 貴センターでは、広く住民の「ボランティア活動への関心を高めること」を目的とし

て実施していることがありますか。平成１５年度内に実施したこと（３月末までの予

定含む）を選んでください（あてはまるものすべてに○）。 

 １ ボランティア活動促進のポスター、標語の作成 

 ２ ボランティア活動促進のイベント（シンポジウム、フォーラム等）実施 

 ３ ボランティア関連の広報誌の発行 

４ ボランティアの理解を促す学習講座の提供 

５ ボランティア活動への参加を促すための「実践体験の場」の提供 

６ ボランティア活動に対する表彰 

７ ボランティア月間等の実施 

８ その他（                        ） 

 ９ 特になし 

 
 
（付問）問１のご回答の中で、特に成果が顕著であったと思われるものがありましたら、

１つ選んで、取り組みの概要及び成果を簡単にご記入ください。 

①取り組みの概要 

 

 

 

 

 

 

 

②成果 
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問２ あなたは（ご回答は私見で結構です）、ボランティア活動に対する社会的関心を高め

るために、①どのような環境づくりが必要と思いますか。 

また、②それらを実現するために必要な具体的取り組みについて、ご記入ください。 

 
① どのような環境づくりが必要か（３つまでに○） 

１ 日ごろの助け合いの意義や重要性をもっと PR する 
２ 社会的課題解決に対する市民参加の重要性をもっと PR する 
３ ボランティア活動の意義や重要性をもっと PR する 
４ ボランティアの魅力や楽しさについてもっと PR する 
５ NPO（市民が主体となる非営利の事業体）の役割をもっと高める 
６ 企業の社会貢献やボランティア休暇などの重要性が職場でもっと重視される 
７ ボランティア活動等の社会的活動が職場や学校できちんと評価される 
８ 身近な地域で活動する市民団体の活躍についてもっと知らせる 
９ 学校教育や社会教育の場でもっと日ごろの助け合いやボランティアについての教育

を行う 

 10 その他（具体的に                          ） 
 
 
② 具体的取り組み（①の番号を記入した上で、具体的にご記入ください） 
①の番号 具体的取り組み 
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【ボランティアへの円滑な参加のための援助について】 
 
問３ 以下の文章をお読みになり、設問にお答えください。 

本調査研究の一環として先に実施した、『ボランティア活動に関する国民意識調査（全国

の 18 歳以上 2000 人を対象として 2004 年 2 月に実施）』では、ボランティア活動参加促進に向けて

地域で望まれるサービスとして、「自分に適したボランティア活動に関する情報が手軽に収

集できる」、「ボランティア活動への円滑な参加に向けた研修や、試行体験の場を気軽に提

供してくれる」ことに対してのニーズが顕著でした。 

 

図 地域でどのようなサービスを充実すれば、今よりもボランティア活動に参加しやすく

なると思うか。 
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自分に適したボランティア活動に関する
情報が手軽に収集できる

ボランティア活動への円滑な参加に
向けた研修や、試行体験の場を
気軽に提供してくれる

自分が興味を持ったボランティア団体の
活動詳細やリーダーを気軽に紹介してくれる

身近に、自分にボランティア活動が適して
いるか相談にのってくれる人がいる

その他

 
 
＜設問＞ 

①「自分に適したボランティア活動に関する情報が手軽に収集できる」、②「ボランティア

活動への円滑な参加に向けた研修や、試行体験の場を気軽に提供してくれる」ことについ

て、より効果的な支援のアイデアがあれば、ぜひご教示をお願いいたします（ご自由にご

記入ください）。 
①自分に適したボラ

ンティア活動に関す

る情報を手軽に収集

できる 

 

 

 

 

 

②ボランティア活動

への円滑な参加に向

けた研修や、試行体

験の場を気軽に提供

してくれる 
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【ボランティア活動がより発展するための支援】 
 
問４ 貴センターでは、ボランティア活動の促進・発展を支援するために、①どのようなこ

とを行っていますか。あてはまるものすべてを選んでください。②また、今後より重

要と思われることを３つまで選んで番号を記入してください。 

① 現在実施していること（あてはまるものすべてに○） 
 １ ボランティアの登録・派遣 

 ２ ボランティア募集情報の提供 

 ３ グループ運営に関する実務的な研修 

 ４ 補助金提供 

 ５ ボランティア相互のネットワークづくり 

 ６ 活動に対する機材やスペースの提供 

 ７ ボランティア活動に対する各種助言 

 ８ その他 

 ９ 特になし 

 
② 今後重要なこと（上の番号からあてはまるものを３つまで選び記入） 

【     】  【     】  【     】 
 
問５ 貴センターでのボランティア活動支援の取り組みでは、現状としてどのような機関

と連携していますか。「情報交換」、「事業企画」、「広報・PR」、「施設・設備」、「事業
の共催・後援」、「推進体制（連携の基礎となる協議会等）」それぞれの側面について、あ

てはまる機関をお選びください（記入例にならい、取り組みごとに連携している機

関を右の選択肢からすべて選び、左の記入欄に記入）。 

取り組み 記入欄 選択肢 

情報交換  

事業企画  

広報・ＰＲ  

施設・設備  

事業の共催・後援  

推進体制（連携の基

礎となる協議会等） 

 

 

 

 
【記入例】 

  

取り組み 記入欄  

情報交換 １ ４ ５  

事業企画 17 

広報・ＰＲ ２ ６ 

 

： ：  

１．首長部局 

２．学校（小・中・高） 

３．社会福祉協議会 

４．生涯学習支援の諸施設 

５．市民活動支援の諸施設 

６．高齢者福祉関連の諸施設 

７．障害者福祉関連の諸施設 

８．勤労者福祉関連の諸施設 

９．環境関連の諸施設 

10．大学等高等教育機関 

11．NPO（民間の非営利団体） 

12．子ども会 

13．自治会・町内会 

14．民間企業の施設 

15．交通施設 

16．その他（          ）

17．連携していない 
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問６ 貴センターでのボランティア活動支援を実施していくために、今後どのような機関

との連携を望まれますか。「情報交換」、「事業企画」、「広報・PR」、「施設・設備」、
「事業の共催・後援」、「推進体制（連携の基礎となる協議会等）」それぞれの側面につい

て、あてはまる機関をお選びください（記入例にならい、取り組みごとに連携を希

望する機関を右の選択肢からすべて選び、左の記入欄に記入）。 
 

取り組み 記入欄 選択肢 

情報交換  

事業企画  

広報・ＰＲ  

施設・設備  

事業の共催・後援  

推進体制（連携の基

礎となる協議会等） 

 

 

 

 

【記入例】 
  

取り組み 記入欄  

情報交換 １ ４ ５ 10  

事業企画 ３ ９ 

広報・ＰＲ ２ ６ 

 

： ：  

１．首長部局 

２．学校（小・中・高） 

３．社会福祉協議会 

４．生涯学習支援の諸施設 

５．市民活動支援の諸施設 

６．高齢者福祉関連の諸施設 

７．障害者福祉関連の諸施設 

８．勤労者福祉関連の諸施設 

９．環境関連の諸施設 

10．大学等高等教育機関 

11．NPO（民間の非営利団体） 

12．子ども会 

13．自治会・町内会 

14．民間企業の施設 

15．交通施設 

16．その他（          ）

 
 
（付問）特に、連携によって実現したい事業等ありましたら、連携の相手先等を明らかにし

た上で、ご記入ください。 
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【社会的気運醸成のための今後の課題とセンターの役割について】 
 
問７ ボランティア活動を「皆が参加したくなる魅力あるものにする」ためには、どのよう

なことが必要と思いますか（５つまでに○）。 

１ 個人だけで気軽に参加し活動できるようになること 
２ 通勤・通学の行き帰りなど日常生活の中で無理なくできること 
３ いっしょに参加する仲間がいること 
４ 一人ひとりの提案や考えが生かされること 
５ 個人の様々な能力を生かすボランティアの場（例；アイデア提供だけのボランティア、

ポスター作成だけのボランティア等）が開発されること 
６ 人づきあいに煩わされないこと 
７ 特別の知識・技能がなくてもできること 
８ とにかく楽しいこと 
９ 仕事で身につけた知識・技能が生かせること 
10 多少の謝礼や特典が得られること 
11 ボランティア活動を通じて新しい知識や技能が身につくこと 

 12 社会的に尊敬されるようになること 

13 その他（具体的に                      ） 

 
問８ ボランティア活動をより魅力的にし、ボランティアに参加することについて社会的な

気運を高めていくための、①地域における体制づくりや連携・協力のあり方、また、

②体験活動ボランティア活動支援センターの具体的な役割について、自由にご記入く

ださい。 

①地域における体制づくり、連携・協力のあり方 
 
 
 
 
 
 
②体験活動ボランティア活動支援センターの役割 
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最後に、貴センターの体制及びご回答者ご自身のことについてご記入ください。 
 

 

 

 

 

 

問９ 以下のそれぞれにご記入ください。 

【貴センターについて】 

（１）人員数（それぞれについて人数をご記入ください） 

 ①ボランティアコーディネーター （            人） 

 ②その他 （            人） 

（２） 立地条件（１つに○） １ 駅前     ２ 駅前以外の市中心街地 

３ 郊外部    ４ その他 

（３）情報提供手段（それぞれ１つに○） 

 ①専用のホームページの有無 １ ある     ２ ない  

 ②専用の広報誌等の有無  １ ある     ２ ない  

（４）ご回答者と連絡先 

（差し支えなければご記入ください）

お名前： 

 

連絡先：℡ 

   ：e-mail         

 

【あなた自身のことについて】 
（１）役職（１つに○） １ ボランティアコーディネーター 

２ その他（具体的に：          ）

（２）専任／兼任の別（１つに○） １ 専任       ２ 兼任 

 専任の方のみ 前職（１つに○） １ 学校長      ２ 教員  

３ 社会教育関係職員 ４ 民間からの採用 

５ その他（          ） 

 兼任の方のみ 本務先（１つに○） １ 教育委員会（社会教育・生涯学習担当課） 

 ２ 教育委員会（１以外） 

３ 首長部局（           ） 

 ４ その他（            ） 

（３）ご自身のボランティア経験（貴

センターでの活動を除く）（１つに○）

１ あり       ２なし 

お忙しいところ、ご協力いただきまして誠にありがとうございました。 
 

 

＜ この調査票をお送りしたセンター ＞ 

（ シール貼る ） 
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